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1 9 8 5年1月1日

お手紙で、お電話であるいはおこし頂いて、

たくさんのご批判、ご叱正を頂戴しありがと

うございます。私どもの方は御覧のとおり、

あっかましくも「ニユース・レター」などと

称して印刷物にしてご無礼をさせて頂いてお

ります。ことしもどうかよろしく、おつきあ

いのほどお願い申しあげます。

ご批判にこたえて

アノレパックへの「文句」を期待しまたお願

いを印してはおりましたが、たくさん頂いて

率直なところいささか参っております。所員

・一同皆様のご批判、ご叱正のこころをこころ

として頑張ります。

昨年7月、「アルパックの長期展望と職能」

のテーマで全所研修会をもちました。そのね

らいは「アルパ,クの刷新ーイノベーシ.ン』

にあります。 10年後のアルパックはどのよ

うになっていなけれぱならないのか、そこで

ひとりひとりは、どのようになっていなけれ

はならないのかを自らに問いかけてみました。

ひとづくりを基礎に

私ナこちはこのテーマを「ひとりひとりのモ

チベーシ.ン(動機)」から追及しょうとと

りくんでおります。シンク・タンク、コンサ

ルタント、建築家といっナこ職能で成り立って

いる経営体はその職能をもつ人間の意思と能

力によって支配し運営されなけれはならない

と考えているからです。

それゆえに、いいわけをお許し願えるなら、

これは九いへん手間と時間のかかる事業です。

多分限朔畄」にかんしては、かなりな水準にあ

ると自負しておりますものの、ことにあ九っ

アノレパックのイノベ ションの年に

て的確に判断し九り、執勘に追及しナこり、ま

た組織としての総力を動員するりーダーシッ

プをっかむには実際に体験しないと身につか

ないものであります。

まづできるところから

ひとっは、天下の動向を身をもってつかむ

ことです。経営的には人問への投資といえま

す。士曜ゼミ・研修会・調否それに海夕M并究

などの機会とその投資をもっと有効に活かす

研究.交流、先端的な情桜の流通の密度とス

ピードをあげます。

'Jこつは、それをバックァップするハード

.ウェアーとソフト・ウエアーを整えること

です。設備と管理への投資といえます。コン

ピューター化につづいて全ヨ靜芳所のファクシ

ミリ.ネソトワーク完成とセクレタリー収對走

の強化・マニュアルの改良です。

みっつは、これがいちばん大匂jなことです

が、「自由でバイタリティのアノレパック」「真

面目でおかたいアルパック」に新しいスマー

輪 泰

トさを加えてゆきたいと,思います。

陪斤しい」というのは、かりものの、とっ

てっけ九ものでなくて、深い教養・広い視野

から生みだすものという意味であります。

ノ

さて、来年になっていいわけをしないです

みますように、今年早々の 1月12日(土)

全所研修会を持って所員一同こころをあわせ

てスタートいたします。どうか今年もよろし

くお願い申しあげます。

(みわひろし代表取締役社長)
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《京都事務所》

口霜田稔(常務取締役)

「建築系の計画』と「士木系の計画」と言

い方をするならぱ、それぞれ、アイデア、計

画・串業をするうえでアクセントのかかり方

がちがらかもしれない。

我々の事務所のメンバーの構成も、建築、

士木、経済・社会の混成であり、中でも建築

系が多い。"10年モノ"という長いプラン

多くなってきている現在、なんとか三者の性

格を競争的に統一してゆく架団に成長するこ

とをU指して今郁も頑張りたい。

口道家駿太郎砺τ都*務j折所長)

十郁ひと昔と言いますが、京割女よ建都1200

仟.にあと10年をUjつて、いよいよ活力ある京

都への大きなターニングポイントを迎えます。

鬨{川文化学■1、i研究都市やサイエンス・シテ

イー、岡1崎文化ゾーンの整備、日本学研究所

第二京阪道路、地、ト鉄の延伸等々、プロジェ

クトカ斗・}内押しに並んでいます。

しかし、ビッグプロジェクトだけでは、ス

フ゜りングポードにはなりません。市民一人一

人の活力の染約の結果としてのビッグプロジ

アルパック組織図

エクトの完成により、将来、建都 1200年の

事業を、京都の重要な転機であったと評価す

ることになると思います。市民のエネルギー

の小さな積重ねにも色々と参画していきたい

と、思っています。

口倉本恒一(京都事務所副所長)

最近、建築界ではポストモダニズムの時代

といわれます。それは単に急速に発展して来

た近代主義に対する反動ということでなく、

近代技術を使いながら、その地域の人々の生

活や文化に合った独陶の環境をつくり出すこ

とが求められるようになっ九ということだと

思います。それは単体の建築であっても都市

であっても同じことだと、思います。

このような噂H弌に我々のやらなけれぱなら

ないことは増々広がり、熱しくなって来てい

ます。これからもかんばります。

口松島茂木(室長)

住宅計画に係る業務は、次の3つの部門に

分かれているようです。④住宅問題・住宅

政策、⑧住宅需給計画、⑬住宅地計画。

今後の展開方向は、次の2点に整理できそ

うです。①従来、④・⑧二⑬という流れは

必ず・1.,も斉合性がとれていませんでしたが、

今後市1町村住宅計画等が定着していく中で、

全体としてより計画的、総合的にその斉合が

図られる。②◎において、且川也的な住宅需

給計画の必要性がますます高まり、企画レベ

ルの方法論の確立と強化が求められる。

今後、住宅経済部門、宅地開発における士

木設計部門の強化をさらに図りながら、住宅

計画に係るあらゆるレベルに即応できる事務

所めざして努力したいと考えています。

口北条誠(室長)

アルパックに入って 11年目を迎えます。

最近とくに仕事を通じて感じていることは、

一施設づくりは小さなまちづくりーであると
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いうことです。「まちづくりとは、よりょい

場所づくり、しくみづくりが基本」、また、

「心とモノの両面がバランスすることがN劫

的なまちづくり」とするなら、我々が取りく

んでいる施設づくりは、まちづくりと表裏一

体の関係にあり、その役割もまた重要です。

新たな10年の第1歩として、そこに生活す

る人、地域の歴史、文化、暮し、自然を新鮮

な気持でみつめながら施設づくり小さなまち

づくりに頑張っていき九いと考えています。

口斎藤倩男(室長)

「ここで何がいけますか。ホテルはいけま

すかね」「何か企業の参加してもらえるよう

な、例えば「科学館」というのはどうでしょ

う力りル也場産業の生.きのびる途は?」こう

いった話が増えてきました。皆悩んでいるよ

うです。でも、どこかで解決をし六人達がい

て、貴重な先例を見せてくれています。

最近の脳みは、例えぱ地場産業の先進 f大

山町の一村一品運動」が决め手にならなくな

つていることです。全国で、同じような頑張

り方が、どんどん生まれているからです。

それでも、今年もまた、少しでも新しくて、

少しでも面白い話を追いかけて、そうし九人

達が頑張ってきた様子を、今の仕事に遣き直

す努力を続けていきたいと思います。

口山田克雄(室長)

学際的・業際的という言葉が近年よく聞か

れます。昨年は、シンポジウムのお手伝いや

専門分野から離れた研究会への参加など、多

方面の分野の方々との交流により、新しい視

点で業務に取り組むことができました。割列i

から個々の建物に至るまで、今日の経済活動、

生活様式の変化と今後の動向は、増々、これ

を予測し、計画に反映していくことが重要に

なっていると思います。チーム各員の個性と

持ち味を生かし、積極的に新しいチャレンジ

を行っていき九いと思います。

《大阪事務所》

口金井萬造(大阪事務所所長)

昨年を振り返ってみると、業務面では、業

務の深い追求とフィージビリティのある計画

づくり、新しい商品開発面の弱さを痛感しま

し九。事務所運営では、所内の技術交流、総

力をあげたチームプレーによる生産性向上に

もう・ーつ努力が不足していたと思います。

ジビリティと今年は、業務面では、 フィ

合意形成のしゃすい、わかりゃすい計画作り

を、事務所運営の面では、個々人の努力が総

合され、事務所としての総A力が発禅される

システムイ乍りをめざしたいと思っています。

また、所外の御支援をいたナごいている方々と

の連挑を強化して、社会に少しでも役立つよ

うな努力をしていきたいと思っています。

口重本幸彦(大阪小・務所副所長)
.

計画と計画書一・我々が計画策定の委託を受

け九場合、基本的には計画が突行されるよう

な計画をつくれ、と先輩からイ上込まれてきた。

住民の血税を委託費としてもらう以上、単な

る計画当tいう沓茨貞づくりに終らせるなとい

うことであり、まナこ、牛.きナこ役に立つi汁画を

つくるかどうかは、チ戈々コンサルタントの存

立や生きがいにかかわる問題である。
.

a十画書ではなく計画を作るには、剣L意、事

例、統計データなどによる論証、現状のまま

推移した場合の予測、タイミングなどを組み

合わせて、我々の計画を相手にトランスファ

(移市云)するよう努める。その意味で、計

画トランスファーはガた九力北、"でもある。

今年も「役に立つ計画」を目指していき九い。

口山口繁雄(室長)

「都市」と「農山村」は、いわば「コイン

のウラオモテ」であり、その両方を見ること

により、地域の動きゃ構造がよく分る。

国土計画においては、「三全総」から「四

,ノ



全総」の時代を迎え、計画テーマも、「定住

圏づくり」から「冑立的な圈域づくり」へと

発展し、増々口也方の時代」にシフトしてい

る。しかし、「都市」においてはインナーシ

ティー問題、「農山村」では過疎問題の解消

に依然として苦慮しており、「自立的な圏域

づくり」への道もなかなか大変なようです。

今年も、「都市」と「農d,1村」それぞれの

問題に全力で取り組みたいと思っている。

口馬場正哲(室長)

まちづくりとしての観光振興で突き当たる

のかまちの営みに活力が無いことです。その

ための振興であって、どちらが鶏か玉子かに

なるわけですが、振興の取っ推卜りが必要です。

そこで、先進嘔例をあナこると地域に「遊び」

があることに気刊きます。この「遊び」も経

済的N_1関に支配されているとぢぇますか、地

域の歴史竹1や特定側人の影瓣も大きいようです。

地域に「遊び(挑戦、剤が,、探求、交歓、

'、れあい)」を如何に仕掛け、導入して行く

のか、人と人との交流や典岡にどう%占びつけ

るのかが人Wなようです。

これは個人レベルでも岡じで、私も今郁こ

そ安あがりの「遊び_」の突践を試み、文化の

遅れを取り戻す必塾があるようです。

国杉原五郎(室長)

8 4作は、めまぐるしい}年であった。泳念

A交通休系の火現化策」 W介道総合藥備手法」

[港湾計1岫の改訂 1 「ウオータ フロントの

繁備_1「都市計1冊道路網の見漉し」「観光振

興」「地域からみナごγ'研都市のあり方」等之、

多くの乏ーマに取り組んだ。大都市あり都市

近郊あり地方ありで、視点、方法論などの面

で幾つかの困難に直面し、その克服の元めに

少なくない努力を余儀なくされ九。

85年は、①幅広い視点と問題意識②創

造的な方法論の確立③わかりゃすさと美し

さの追求④ゆとりをもったイ上湃の進め方、

などを目標とし、チームの内外における環境

づくりにも努力を傾注していき九い。

《名古屋事務所》

口尾関利勝(名古屋事務所所長)

最近、各地でイベントが盛んに行われ九。

かつてのオリンピック、万博をナシ,ナルイ

ベントとすると、近頃は口ーカルイベントが

多い。ポートピア、大阪城博、名古屋城博等

は成功を収め九。

こうしナこイベント手法は、近頃の新しい傾

向というより、近代日本の伝統的手法である。

ソフトの時代と言われるのは、この30年くら

いの変化にすぎない。大阪の新世界、天王寺

公園は博覧会を契機に作られ九ものだし、名

占屋の鶴鉾公園もしかりだ。名占屋港では、

開港博も開かれている。

ここ当分、市政 100周年を迎える自治体が

連続してくる。単に剖H弌のエポックを捉える

ことよ、り、新しい時代を展望し九身のある夢

を打ち出す時だ。歴史から学びながら、まち

おこしを老えていき九い。

1 9 8 5年1月1日

《<休宋北海道地域計画建築研究所》>
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口藤本哲哉(所長)

北海道で6年目の新春を迎えることになり

ます。昨年を振返ると、地域のシビアーな現

実を'、まえナこ研究・計画か多かっナこようです。

N IRAの助成をい九だいて「小樽の歴史的

環境活用による地域振興の研究」を多くの方

々の御指導・御恊力をいただき、まとめるこ

とかできまし力。

マイナーといわれる北海道経済の中でも、

多くの人々の地域づくりの努力が、着実に実

りつつぁります。我々コンサルタントの業務

は、地域のより多くのノ＼々とのコミュニケー

シ.ンが原点、責任の亟大さをかみしめつつ、

今年も最大限の努力をい九す所存です。
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《ぜ栄プW叫地嬬十画研究所》>

口糸乗貞喜(所長)

私どもが九州に事務所を開設して九年目を

迎え、多くの方々の御支援により仕事の分野

が拡がってまいりました。昨年は社名を(株)

九州地域計画研究所に改め、所員一同名実と

もに心機一転して頑張っております。本年も

・一層の御支援をいただきたく、よろしくお願

いいたします。

なお、これまでに行っ九業務の一端も紹介

させていただきます。

口伊集院豊麿(副所長)

営業を担当するようになり、人に会い、話

をしてその地域の問題状況を整理して仕事を

する。そのためには人と人との結びつきを大

物にし、お也話になりながら他人の役に立つ

プランナーを目指して邁進します。本年もよ

ろしくお願いします。

口永田伊津夫

私は、 52年に地域計画建築研究所に入社

し、 57年に経営'独立、さらに昨年は体制及

び社名の変更とこの8年闇に 3回もの変遷を

経験しました。今後は現所員が一致団結し、

安定した経営、仕事の質の向上を目指して努

力してゆきます。今年もよろしくご指導お願

いします。

口山田龍雄

入社して以来、田川市の住宅改良事業を中

心に、主に基本計画作成の業務を担当してき

まし九。昨年は、県営住宅においてハード面

でチャレンジしました。今年は、事業企画に

係ることで、多少とも背伸びをしたいと思っ

ております。

口山辺真一

最近やっと企画ものの仕事が解りかけてき

ナこところで、まだ・ーつも実現されたものはな

い。今後は、実現できるような企画にして、

事業に関わってゆきたい。

口吉村亨賀子

去年は決意の年でしたので、今年は何が何

でも実行の年にします。総務の仕事をより充

実させ、業務に本来の欲を出して、是非担当

の仕事を一貫してやりナこいと者えています。

そして、常になごやかな気持ちでいたいとも

思っています。

大根土団地基本計画

委託者福岡県住宅課

昭和59年8月~12河

中属 4階建をιIH本とした約250戸の県営

住宅の基本計画。住宅地区に囲まれた中で、

周辺住宅地との調和と、メイン遊歩道と一休

化した遊び場の提案を行った。

業務紹介

11^'シミ■・・、tl_'
§二'ー.●*●、智、..
11^1'ーぢ

大根土団地の歩行者専用道路

谷山副都心総合整備構想

委託者鹿児島市

昭和57年基礎調査

昭和58年基本構想

市の南部にある谷山地区が副都心地区とし

て本当に位置づけられるのか、一体副都心と

は何なのかということと、現実の可能性とし
.. ..

て顔づくりはこの位のことはやりましょうと

いっ'た内容です。

-6-



田川市炭住地区住宅改良事業基本計画

委託者田川市

昭和55年~

伊田坑地区に始って戈味、 4地区中公原、伊

田坑、後藤寺第二、鎮西)の基本計画及び事

業計画申請を行い、更に、変更業務を継続し

ている。基本計画から基本設計レベルへの向

上を考えている。

に§く'ト、 0、ー、.,、、、

又C_ S"'＼、、、、＼.・、
マゞt＼、 Jξ一f知、L__戸÷、
《'4§へfξシ'＼迭§tへf、シ＼ーゞゞyン、^,y、

ヤード跡地開発計画調査

委託者国鉄

昭和56年~

現在、世間でも話題になっている国鉄の所

有地の中でも、大規模な用地を対象にして、

有効利用は一体どういうことが考えられるか

という調査で、 58年度は北九州市のH地区

を対象に行った。

馬出住宅地区改良商業施設基本計画,

委託者福岡市

昭和 5 7年6月~ 1 2月計'画

昭和 5 8年1 リ、}竣上

住宅改良打業区域内にて営業している35

店舗の配置計画及び業種構成のレイアウト。

歩行者動線に合せた市場型店舗を形成し、路

線型店舗のセ,トバックにより、買物客の安

全性を図っ九。

1 9 8 5年1月1日

福岡市における住宅需要の解析

委託者福岡市

昭和59年

この調査は、ダイナミックに動いている住

宅工仟清のもとで、汗仔営住宅の供給はいかに

あるべき力司をテーマにして、福岡市の五1拐

H計策定のための基礎資料の作成を目的とし

ている。伊田坑地区基本計画

、'{早゛,重f

児"1t

"ー

福岡市森林組合製材工場基本設計

委託者福岡市森林組A

昭和59年

新林業+'造改善事業の一環として計画され、

鉄骨造平家建(ー・部2階建)、延床而砧は約

247が。「日本一の婁"オ所」をテーマに作

業効率を高め、働き易い環境を求めた。色は

明るいアイボリーを基調にした。

☆1き 1" 1 [りN'マi ,ル'『,Y

郵

'¥

馬出商店街の改良店舗
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早良区にある組合直営の製材工場
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「食い倒れ」で繁栄した大阪では、ごみが

流れ込むナこめ河口の杭にひっかかって、「杭

倒れ」になったというぐらいだから、大量の
... . ..

ごみで悩む現代日本はめでナこい時代を迎えて

いるかもしれない。

ということで、新年早々ではあるが、ごみ

にまつわる、本当、の話を少々ーー。

ごみをめぐる「本当」の話

その 1

幸

日々のごみ処理掩は補助金は出ず、全て市

町村の・一般財源でまかなわれている。家庭こ

みの処理には、・一世帯当たり年間 1~2万円

かかっている佃召和56作の京都市の定期収

集ごみでは、 1.6万円/世帯)。 10 万都市

では、 3~5億円のー一般財源が投入されてい

るはずである。何かの事業を行なう場合はー

般に国や府県の補助令がつくので、この一般

財源売原資にその3倍程度の事業ができる。

義務的経費以外で学校や道路などを建設する

ための普通建設事業費に充てる一般財源は、

10万都市で普通はおおよそ 20 億円程度と

思われるので、家庭ごみ処理紀かかる一般財

源を、もし何割かでも負行減できたら、市町村

財政上大変有効である。

ごみ薪女疑の意襲は、資源回収、環境問題な

どが言われているが、実は、財政面での効果

が非常に大きいのである。

なお、家庭ごみ処理費のうち、収集・運搬

費が 3分の 2を・占める。したがって、費用節

減面からは、単に総量の減量だけでなく、こ

みの収集・運搬の負荷を減らすことがポイン

トである。

彦

-8-

ごみ減量は財源アップに

その 2

重

東京都でのごみ戦争以来、全国的に家庭ご

みの分別収集がはやり出した。中には、ガラ

ス類、金属類をはじめ 10項目以上にわ九っ

て実施している都市もある。しかし、関西で

は、あまり、徹底した分別収集をやっている

市町村が少ない。

実をいうと、分別収架では、ー'般収渠だけ

の場合より、収集・運搬費が余分にかかり全

体して費用増となるのか通例である。通例の

分別収集で文す象となっているガラス類、金属

類の家庭ごみ中の備成比は、合わせて 10%

程度(玉・耻比)で、突際の減址効果は 5%前

後にとどまることが多い。つまり、分別収集

によってごみ蟻はそれほど減らず、逆に1劉1]

の大部分を占める収集・述搬の乎闇が増える

からである。分別収染したガラス類・金紅難頁

などは、無償又は売却により1可収業門に渡た

されるが、売却される場合でも果たして分別

収集コストが回収されているかどうか。どう

も有何畊勿でないから、ごみになっているとい

う当りまえのことがあいまいになっている。

徹底した分別収集は、最終処分地である埋

立て地に余力がない、あるいはΥ焼却工場の

能力増強や没置ができないためごみ、の焼却_耻

に制約があるなど、採算を度外視しても対応

せざる得ない市、町村ではじめて有刻グよのであ

る。

ごみ減量の九めには、分別収集だけでなく、

もっと総合的な対策を検討すべきである。例

えば、製造・販売・消費(家庭など)の各段

本

「分男リ収集」という神話



j

^'^

飽食の時代一手をっけずに捨てられた食品(ごみ細組成分調査から)

階を通じて、ごみ耻の削減や有害ごみの発佳東京都に置かれている程度である。

ごみ問題の重要性からみて、市町村の壁をを防ぐ1止1心(発中.源での対策)が検討される

べきである。また、農ぶ"也域では、コンボス越えて、共同で、あるいは府県や国を含めナこ

ターなどによる台所とみの自家処理の効果も総合的な研究が望まれる。環境に係わる公害

や下水道の例に比べて、廃棄物の研究は寸ち大きい。

遅れているように思われる。

その4 ごみ減量は要員再編が鍵

ごみが仮りに大幅に減婦、され、財政上効果

のある収集・運搬の手間が削減され九として、

一番問題となるのは、ごみ処理に係わる要員

の削減である。削減といっても雇用の安定面

から、自治体直営の場合は配置転換、民問委

託の場合は業種転換が円滑に行われるかどう

かである。

都市交通において、i行電が廃止できたのも

地下鉄などへの要員の転換が同じ交通局内で

比較的うまく行われたからではないか。

ごみ問題の検討に当九っては、人員問題ま

で考える視点が必要である。むしろ、この問

題がとみ問題の鍵であるかもしれない。

(しげもとさちひこ大阪事務所副所長)

'毒

^

1 9 8 5年1月1日
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その3 市町村の固有義務という壁

光に述べた「分別収集は、廃棄物行政にと

つて必ずしも有効な手段とは限らない」「そ

の力戚量効果もそれほどでない」といっナここと

は、家庭ごみの細1組成分分析結巣に基づく我

レーシ,ンで、既に定量的に推定々のシユ

されている。

しかし、こうし九対策の効果のゞ印勺検討が

行われることは、ごみ行政では非常に少ない。

私達は、とみ行政をもっと科・学化すべきだと

思っているが、ごみの焼去Ⅲてついてはともか

く、ごみ問題についての総合的研究は十分で

ない 0

法律では、一般廃棄物処理は市町村の義務

とされている。その九めか、清掃事業は多大

な費用規模にもかかわらず、廃棄物の総合的

研究機関は、市町村機能を合わせ持っている
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月一回、第四木曜日に楽しく研究会を続け

て、 98回例会を終えました。本年中に迎え

る100回記念事業を何にするか考えている

ところです。

研究会は、 10年前にできて、メンバーは

30数人で、行政、民間の主な業界にわたっ

ています。転勤の場合は、所属組織から補充

していただいています。

研究会の陛格ですが、ホットな情穀交換と

ディスカッシ.ンが主で、「提言」「企画」

「事業化」などの機能を付加したいと思いつ

つも、会員の方の忙しさ、・一部の方の取組み

に終ってしまうことを鄭山にして、この 10

年問、「情報交換とディスカッシ,ン』の旗

を守っています。

研究会の開催は、月・一回で、 8月は夏休み、

}2打は忘年会をやり、研究会後のグループ

行動(親ほく)と合わせて、人と人との交流

を大切にしています。

最近のテーマについての会員意向調査結果

組織の界をこえ九人の輪一櫟友会

. .

をみると、希望の多いものは、 f国際交流'

国際協力」「近畿の将来ビジ"ン」「大規模

プロジェクト」「2 1 世紀の産業展望」「イ

ベント」ト情報都市」などで、ソフトとハー

ドの両方の希望があり、順次、テーマをとり

あげ、講師依頼をしています。最近の傾向は、

ソフトなテーマの方が若干、出席率が多いよ

うです。

つぃでに、 100回記念の企仙Nよ、記念シ

ンポジウムや記念冊子など特別な企画を希望

しています。

研究会の郭務局は、数人で枇成し、゛務1,,)

長の事務所で唖務を扣.当していただき、村、も

ー・員1討川えていナこだいています。と」"努}■

DAN研究所吉野所長)

最近2年問の例会テーマは表のとおりです。

会費は、基礎会費と例会費に分けて徴収し

ていますが、講師謝礼が屯代しか出ず、泌師

の方々に迷惑をかけています。

例会出席は、会員の 1/2~1/3でより多く

νキ

金 井 萬 造

0 "2 1世紀の大阪を語る"

0 "大阪2 1世紀計画"

0 ゜京阪奈新司訴行構想ψ

0 ゜南太平洋。

0 ゜AS EANと青年協力隣,

0 ゜ニューメディアの動向"

0 "これからの情桜通信"

0 グ市制 100周年記念事美,

0 ガなにわ夕卞交,

0 "これからの中国。

5 8 年

0 ゜迎賓鮪とT邸見学"

0 ガバイオテク最近情十儉

0 ゜2 1 世紀の産業展望,

0 ゜日韓関係の過去と将来,

0 ゜ブラジルと累足H責務"

0 "ホテノレと大阪,

0 ゜コンベンシ.ンと国際交所シ

0 ガスノゞノレフ゜ラン 0)オ1'1為,

0 ゜2 1 世紀と大阪湾の展見L

5 9
^

^^



の方が出席していただけるように、これから

もっと努力をせねばと思っています。

最後に、一事務局員として参加させていた

だいて、今後「情報交換」から「提言集団」

化、「企画、事業化一地域おこしー」の研究会

へ発展させることができないかと、また、無

伏見の岡には町家と泗蔵に代表される伝統

的な町なみが残っています。近年、その酒蔵

がマンシ.ンやスーパーなどに建て替えられ、

伝統的な町なみが変化してきています。

油蔵は泗をつくるための作業場であり、酒

を保存する九めの倉庫であり、大規模な人造

建築でその管卿には並々ならぬ努力が続けら

れています。しかし、酒造業の営業不振が続

き、さらにマンシ.ンブームが迫中をかけて、

池蔵の消滅のビソチが早まっています。

このような町なみの変化の中で、地元の侘

民の人々が「伏見のまちづくりを秀える会」

を組織し、酒づくりを取り巻く環境を再評価

し、伏見の町の歴史と伝統を生かした新しい

まちづくりを進めるための調査を続けていま

す。

理をせず、会員の声を充分聞きながら、ゆっ

くりと進めていけれは'と考えています。

皆様方の御批評と御助言をい九だいて、よ

りよい研究会にする九めに努力し九いと念願

しています。

(かないまんぞう大阪事務所長)

伏見の酒蔵コンサートから

石本幸良

その研究会で、酒蔵再利用の実践として、

先臼、酒蔵コソサートが開かれました。泗蔵

を整備し資料館'として再牛を図った記念館の

ロビーで、クラシックとジ十ズが演奏されま

した。酒蔵という日頃接することのない空間

で、牛の演奏に接し、当日訪れた人々は新し

い体験を味わいました。通りを歩く人々も酒

蔵から流れ出る演奏に足をとめ、耳を傾けて

いまし九。酒蔵という大空問の新しい利朋怯

として、まだ小さな取り組みでしナこが、・ーつ

の可能性は実証されたようです。今後、この

ような企画が定例化されれば、地元の人々が

伏見の町を見直し、又、他所の人々が伏見を

訪れるキッカケになるのではと思われます。

(いしもとゆきょし京都事務所)

1985年1月1日
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旧刊新刊書評

「本田宗一郎との 100時間」

城山三郎著講談社

伊坂 明^

黒い卸拐艮の高校生たちに向かって、本田は

講演を続けた。「諸君、勉強しなさい」ここ

まではいい。「世の中はカンニングの勝手次

第です。カンニングのうまいやつほど、成功

している」と続い九時には、どんな空気が流

れたことだろう。その後、本田は、人に教え

てもらうこと、もらえるような人格になるこ

と、そして教えてもらうかわりに教えてあげ

ることの大切さを説明している。本田が自動

車修理工からビストンリングの会社を設立し

た時、鋳物の製造がうまくゆかない。「おれ

は小学校しか出てないんだ力、ら」と浜松高工

の聴講生になる。それでうまくいっナこら、こ

んどはもっと簡単に作るためにと東北大学へ

通う。ついでに室蘭製鉄所へ2週間、そうか

と思えば北大で4日間、偏・りには盛岡の鉄瓶

づくりの名工を訪ね、そこで 10日問手伝う。

「世界のホンダ」もそうし九本田の「カンニ

ング'」から出発している。

本書は、この本田宗一郎の今日を城山三郎

が「密着取材」し六レポートである。

本田は、ともかく型破りの経営者である。

戦前すでにレーシングマシンを飛行機のエン

ジンを改造して作り、畠らレースに出場。時

速 160 キロをこすスピードを出したところ

で横から現れた車に激突し、重傷を負ったこ

ともある。創業15周年には、「京都の夜を

買いきろう」と 8000 人の社員が京都中の

バーで飲み放題、かかった費用が・一億円。

そんな本田の組織論には興味を覚える。ホ

ンダは研究部門を独立会社にしている。トッ

プは本田ひとり。あとはすべて横並び。ここ

までは研究所によくある例。研究員はプロジ

エクトを自分で申告し(自己申告主義)一人

がりーダーとなってチームをイ乍り全責任を負

う(・一件一人主義)。同・ーのテーマにむかっ

ていくつかのチームが自由に研究し競い(並

行異質競争主義)、・ーつのものに収斂させて

ゆく a灰斂主義)。ここまでくると、他の企

業ではあまり見られない。その結果ホンダの

車には新しいアイデア・デザインが豊富にあ

る。本田は言う。「うちの車を見てもらえは

どこかのまねをしナこ車かどうか一目でわかる。

よそのものをまねしたり、川来合いのものを

買うほうが楽にやれるかも知れないが、それ

では明日がない」

もうひとつ、本繍は f学佼出は、円・類をつ

くると何かできたような自己暗水にかかる。

データとっているだけで、えらいような気が

してくる』という。「うちの矧上郭がこうこう

だと半年調べたといって剖り卓い松告杏をよこ

したやつがいる。わたしはいってやっ九『お

まえさん、いちはソV効率のわるいことしてく

れ九な』」

ともかく、ナこめになる一冊である。

(いさかよしあき大阪事務所)

編集後記

一昨年7 打にNO.0 としてスタートし、今号

で一年半になりました。何とか手づくりの二

ユース・レターを続けたいと、思って、所員の

あちこちに入って仕入れたニユースの原稿だ

けでやってきました。

今後は外部の人の御意見や、ニユースも入

れさせていただき、幅を広げていき九いと思

つています。今後も・一層努力してまいります

ので御愛読下さい。

(いとのりさだよし)



商店街の「いこいの空間」

永田伊津夫

ここは、熊本市内の繁華街である上通り商

店街という熊本城の東の方にあるアーケード

の「スィス・ホリデー」という喫茶店を中心

とし九開放的な一画です。

商店街の中では、ハーモニカ型の店舗にな

りゃすく、個々の店舗がウナギのネドコのよ

うになり、店の奥の方はデットスペースとな

つていることが多い。いっそのこと、中庭に

して、緑を牛力、した力フエテラスにしたら

というのがこの店です。

まん中のルJ易を囲んで、ちょ、つとしゃれた

レストラン、喫茶店、ブティックや画廊があ

ま ち か ど
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ります。との広場には、商店街のアーケート

通りから通路によって、だれでも陶由に出入

りできます。コーヒーを飲みながら、ちょっ

と絵を見九りして、のんびりと買い物の疲れ

をいやせそうなところです。

我々は、どうしても都心の中では、高容積

の建物を計画し、その後で、ムリして空間や

広場を取るという考えに陥りがちですが、そ

の街のポテンシャルによっては、むしろ、先

に広場を芳え、広場を生かすための空間づく

りを計画することの方が'、さわしい場合もあ

りうることを老えさせられた建物でした。

(ながたいつぉ九州地域計画研究所)
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高架下を明るい街に

広島県福山市福山駅東側
国鉄新幹線高架下

糸乗貞 喜

高架下というのは、鉄道にしろ高速道路に

しろ、なんとなく薄暗い空問で、どこの都市

でももてあましている。

国鉄高架下のオドロオドロしい空闇に、郷

土にちなむ行事や出来事の絵を描き、明るい

場所につくり変えた。しゃれたガス灯もある

し、公衆電話もある。ここで毎日午前9時か

ら午後1時まで゜青空市場'が開かれている。

青空といっても、高架下であるから高い高い

天井はある。

"市,のスペースは高架下を東西約50メ

トル、幅は支柱4本分で、魚、肉、野菜が

売られていて、福山全市域から買い物にやっ

てくる。

この場所は、国鉄から福山市が借り受け、

さらにこの高架下に隣接する大黒町商店街振

興組合などに管理委託するという方法で、昭

和 5 8年7月にオープンしナこ。

管理している組合では、「単に青空市場と

してでなく、広く地域のコミユニティ・エリ

アとして多目的に活用していき九い」と言っ

ている。(注、この稿については福山大学学

生の佐々木浩造さんに取材協力してい九だき

まし九。) '
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